
 

 

 
 

一般社団法人 日本生活期リハビリテーション医学会 

 

 平成３０年度 事業報告及び収支決算 

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで） 

 

 

１．社員総会開催 

   平成３０年６月３０日 福岡国際会議場４０５ 

   出席社員数９名（社員総数１１名） 

 

２．役員、代議員  

役員   

    理事長１名 副理事長２名 理事１名 監事１名  

代議員６名 

役員、代議員名簿 

代表理事 水間 正澄 
医療法人社団輝生会 理事長 

昭和大学 名誉教授 

理事（副理事長） 石川 誠 医療法人社団輝生会 会長 

理事（副理事長） 久保 俊一 京都府立医科大学 教授 

理事 石垣 泰則 コーラルクリニック 院長 

監事 近藤 国嗣 東京湾岸リハビリテーション病院 院長 

   

代議員 伊勢 眞樹 医療法人誠和会 倉敷記念病院 統括部長 

代議員 岡本 隆嗣 西広島リハビリテーション病院 院長 

代議員 川手 信行 昭和大学 教授 

代議員 菊地 尚久 千葉県千葉リハビリテーションセンター 副センター長 

代議員 高岡 徹 横浜市総合リハビリテーションセンター 副センター長 

代議員 堀見 洋継 在宅総合ケアセンター成城 センター長･院長 

 

３．理事会の開催 

第１回 平成３０年 ６月３０日 

第２回 平成３０年１１月 ３日 

第３回 平成３１年 ３月１６日 

  



 

 

 
 

４．会員現況 

平成 31年 3月 31日現在 会員総数：199名  

(平成 30年 3月 31日現在 会員総数：105名) 

５．寄附金受け入れ状況 

   平成３０年 ４月１５日 水間正澄      100,000円 

 

６．研修会の開催 

   『かかりつけ医のための訪問リハビリテーション診療に関る研修会』 

  ・第 1回 平成３０年 ５月１３日開催 

   参加者６１名 

  ・第２回 平成３０年１０月２８日開催 

   参加者３７名 

 

   『生活期リハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（初級）』 

  ・第２回 平成３１年１月１３日(日)～１４日（月・祝）開催 

   参加者３４名 

 

７．日本リハビリテーション医学会研修･講習委員会への参加 

   代議員菊地尚久先生が日本リハビリテーション医学会の研修･講習委員会へ委員として参加 

 

  



 

 

 
 

一般社団法人 日本生活期リハビリテーション医学会 

 

 令和元年度 事業計画及び収支予算 

（平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで） 

 

 

１．理事会の開催  

第１回 令和元年 ６月１４日（第５６回学術集会中） 

第２回 令和元年１１月（第３回秋季学術集会中を予定） 

第３回 令和元年 １月または３月 

 

２．社員総会の開催 

令和元年 ６月１４日（第５６回学術集会中） 

 

３．シンポジウムの開催 

    日本リハビリテーション医学会との共同企画で開催 

 （１）令和元年 ６月１３日 第５６回日本リハビリテーション医学会年次学術集会 神戸にて 

『リハビリテーション科医は生活期のリハビリテーション医療にどのようにかかわるべきか』 

 

 （２）令和元年１１月 第３回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 静岡にて 

    『生活期リハビリテーション医療におけるリハビリテーション科医の活躍』 

 

    他学会・団体との共同企画 

（３）令和元年７月１５日 第１回日本在宅医療連合学会大会 東京にて 

    『多様化する在宅医療ニーズに応える地域リハビリテーション』 

 

 （４）令和元年９月２８日 第３回全国医歯薬連合大会シンポジウム 

    『最新の再生医療とリハビリテーション医療を在宅で繋ぐ』 

 

４．研修会事業 

（１）『かかりつけ医のための訪問リハビリテーション診療に関る研修会』を１回開催 

     令和元年年５月１９日(日) ４４名参加 

     会場：フォーラムミカサ エコ 7階ホール（東京都千代田区内神田 1-18-12） 

 

（２）『生活期リハビリテーション医療にかかわる医師のための研修会（初級）』を 1回開催 

     令和２年２月８日(土)～９日(日)  

     会場：フォーラムミカサ エコ 7階ホール（東京都千代田区内神田 1-18-12） 

     [e-learningコンテンツとして収録予定] 

 

※中級については令和２年４月または５月に開催予定 

 



 

 

 
 

 ５．教育事業 

 （１）生活期リハビリテーション医学・医療テキスト（仮）の発行し全会員に送付する 

 

 （２）日本リハビリテーション医学教育推進機構と共同で e-learning企画を開発する 

 

 （３）日本リハビリテーション医学会及び他学会との共同企画シンポジウムレポートの発行し 

全会員に送付する 

 


